





































労）に入職。1990 ～ 1999年自治労中央執行委員（国際局長），1999 ～ 2005年連合常任中央執行委員（総合国際局長），





































ILOが提起し活動の中心に据えているDecent Work for All !（すべての人々に働きがいのある人
35
ミャンマーにおけるSDGs実現に向けた取り組み（中嶋　滋）
間らしい仕事と暮らしを！）の実現に向けて，人々の人間としての営みの根源である労働の現場か
ら，労使の交渉・協議による現状改革の努力を積み重ねていくことが求められています。そのこと
の重要性を認めず労働組合活動を敵視する使用者・管理者が多く，国軍による抑圧も強い中で，労
働組合の推定組織率は1％にも達していません。しかし，ITUC（国際労働組合総連合）やGUFs（国
際産業別労働組織）などによる連帯支援活動もあり，労働組合活動への理解は広がりつつあり，組
合数も徐々に拡大してきています。
５　日本との関係で考えてみる
問題は，日系企業で働いている人々がどういう状況にあるかということです。企業の制服，既製
服，スポーツウェアなどを生産して輸出している日系企業を例に考えてみます。
この企業は「CMP方式」をとっています。CはCutting，MはMaking，PはPackageですが，こ
の方式をとると，原材料は全部外国から輸入し，それを加工して，できた全製品は輸出すると，輸
入税も輸出税も一切かかりません。こういった方式で多くの日本の縫製工場はミャンマーで活動し
ているわけですが，これは労賃が安ければ安いほど企業としては利潤が上がるという構造であるわ
けです。そのため，ミャンマーにある縫製工場（写真１）は，労賃をいかに下げるかというところ
にかなりの労力を傾注しています。
写真１　ミャンマーの縫製工場
皆さんイメージしてほしいのですが，朝の7時半に縫製工場の多くは始まります。11時半まで4
時間，休憩時間なしです。11時半から12時までの30分が昼休み休憩です。この間に昼食もとらな
ければいけない。午後の部は12時から4時まで4時間，休憩なしで働いて，4時から4時15分まで
の15分間の休憩があって，4時15分から8時15分まで4時間の残業がある。これで月曜日から金曜
日まで1週間働くと60時間，土曜日は半日で，午前中の4時間の7時半から11時半まで働き，これ
を加えると週64時間労働になります。これが一般的な縫製工場の労働時間です。これだけ働いて，
1カ月の賃金は，日本円にして1万円から1万2千円ぐらい。これが，地方の農村からヤンゴンに出
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　てきて工業団地にある縫製工場で働いている人たちの労働と賃金の関係です。
そういった状況下で，労働条件が低すぎる，もっと改善してほしいという要求書を組合がつくっ
て闘おうとしたら，どうなるか。従業員全員解雇です。組合の執行部は強制登録制度のもとに7名
定員と実質決められているのですが，7名の執行委員はもちろん全員解雇する。解雇したときに，
二度と組合活動には参加しない，組合にも加入しないという誓約書を出した人は，当社を組合活動
のゆえに解雇されたことにはしない。再雇用もあり得る。それに応じなければ，例えば「中嶋は組
合をつくって解雇された」ということを同業の工場の経営者あるいはマネージャーに知らせる回状
を回す。そうすると二度と他の縫製工場でも働くことができないことになるわけで，圧倒的多くの
人はその圧力に負けて組合がつぶされてしまう。こういう事例はたくさんあるわけです。
ミャンマーの現状に見られる，そういった状態を克服していかなければ，SDGsの問題も解決し
ないのではないかというのが，私の問題意識なわけです。これを解決するためには，日本の親会社
や発注元会社の方が，そういうことをやっていたらうちのサプライヤーとしてふさわしくないので
サプライヤーをやめてもらう，あるいは改善をしろと伝え改善を迫ることが必要です。親会社や発
注元会社が動かない限り解決はつきません。そういった問題がSDGsをどのように促進していくか
といったときに解決しなければいけない課題としてあるということです。
６　おわりに
最後にご紹介する写真２は，
ミャンマーの地方の学校で
す。私は授業の合間に行った
ものですから，こういった格
好で集まって写真を一緒に撮
らせてくれました。この学校
は，日本の大使館の草の根援
助で建て直すことができたも
のです。でも，また大水が出
て流されてしまい，もう1回
建て直さなければいけないと
いうことになっています。
こういったこともMDGs
の課題であり，もちろんSDGsの課題でもあります。まだまだこういった実態があり，こういうと
ころで育った子どもたちが，ヤンゴンに出てきて，縫製工場等で働くことになるわけです。
与えられた時間になりましたので，私の報告はここで終わりにしたいと思います。ありがとうご
ざいました。（拍手）
写真２　ミャンマーの地方の学校と子どもたち
